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業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 

 

株式会社 GENDA（本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO：片岡 尚、以下「当社」）は、2025

年３月 12 日に公表した 2026 年 1 月期（2025 年２月 1 日～2026 年 1 月 31 日）の連結業績予想

と比較して、本日公表の決算において下記のとおり差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．当期の連結業績予想値と決算値との差異（2025 年２月 1 日～2026 年 1 月 31 日） 

（単位：百万円） 

  
前 回 発 表 

予 想 （ Ａ ） 

今 回 実 績 

（ Ｂ ） 

増  減  額 

（Ｂ－Ａ） 

増 減 率

（ ％ ） 

（参考）2025

年 1 月期通期

連 結 実 績 

売 上 高 157,000 170,787 13,787 8.8 111,777 

償 却 前 

営 業 利 益 

（ E B I T D A） 

22,000 21,098 ▲902 ▲4.1 14,207 

営 業 利 益 10,500 7,425 ▲3,075 ▲29.3 7,913 

経 常 利 益 9,100 5,979 ▲3,121 ▲34.3 7,254 

のれん償却前 

当 期 純 利 益 
8,000 7,288 ▲711 ▲8.9 4,611 



  
前 回 発 表 

予 想 （ Ａ ） 

今 回 実 績 

（ Ｂ ） 

増  減  額 

（Ｂ－Ａ） 

増 減 率

（ ％ ） 

（参考）2025

年 1 月期通期

連 結 実 績 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

5,000 3,655 ▲1,344 ▲26.9 3,252 

1 株 当 た り 

のれん償却前 

当 期 純 利 益 

44 円 99 銭 41 円 05 銭 ▲3 円 94 銭 ▲8.8 31 円 62 銭  

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 
28 円 12 銭 20 円 59 銭 ▲7 円 53 銭 ▲26.8 22 円 30 銭 

（注）１．2025 年１月期（実績）及び 2026 年１月期（実績）の１株当たり当期純利益及び１

株当たりのれん償却前当期純利益は、期中平均株式数により算出しております。   

２．当社は、2024 年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割、2025 年４

月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2025 年１

月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当

たりのれん償却前当期純利益を算出しております。 

３．当連結会計年度において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、

2025 年１月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させ

ております。 

４．償却前営業利益（EBITDA）＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費 

５．のれん償却前当期純利益＝親会社株主に帰属する当期純利益＋のれん償却費 

 

  



２．差異の理由 

当社は M&A を成長戦略の柱としており、2026 年１月期において、第３四半期時点で未完了で

あった M&A 案件が第４四半期に全て完了に至ったため、M&A 関連費用が確定しました。 

 

当該費用は一過性であり、当社が期初に公表した 2026 年１月期の会社予想には織り込んでい

ない費用となるため、「業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ」を公表いたします。 

 

当連結会計年度末にかけての案件完了が集中したことに加え、M&A に伴う PPA（取得原価の配

分）の精査のため、本日付の公表となりました。 

 

2026 年１月期の M&A 関連費用は、営業利益段階で約▲17.4 億円、経常利益段階で約▲19.9

億円、当期純利益段階で約▲15.7 億円ですが、同コストによって、2026 年１月期においては合

計 26 件の M&A が完了しました。 

 

その結果、当社は第３四半期決算発表時に 2027 年１月期の EBITDA 見通しを 280 億円と公表

しておりましたが、上記 26 件の M&A 完了、及び足元のオーガニック成長が想定を上回って推移

していることから、当該見通しを 300 億円に上方修正いたしました。 

 

詳細は本日公表の「2026 年 1 月期通期 決算説明資料」に記載しております。 

 

また、既報のとおり、当社の 2027 年１月期以降の連結業績の会社予想については、一過性の

M&A 関連費用の影響を排した当社の収益力をより明確に示す観点から、①売上高、②調整後

EBITDA、③調整後当期純利益の３指標に限定して開示する方針としております。 

 

これにより、今後は期中の M&A 関連費用の発生を理由とした業績予想との差異は原則として

生じない見込みです。 

 

詳細については「2026 年 1月期通期 決算説明資料」をご確認ください。 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/9166/ir_material_for_fiscal_ym/200368/00.pdf 

 

以 上 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/9166/ir_material_for_fiscal_ym/200368/00.pdf

